
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会 有識者会議（第１回） 
会 議 録（公表用） 

 

日 時 令和 7 年 10 月 6 日（月）9 時 30 分〜 

場 所 東川町農村環境改善センター第三会議室 

出席者 
有識者７名（オンライン１名）／町役場 菊地町長以下８名／アドバイ

ザー １名 

配付資料 

【資料１】旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定有識者懇談会

資料、【資料２】第１回～第３回ワークショップの進行資料と成果、

【資料３】有識者からの提言資料、【資料４】タウンミーティング結

果の取りまとめ 
 

１．開会・あいさつ 
○ 町長：ふるさと納税が好調であり、旧東川駅跡再開発の財源としても有効に活用したい。

産業との連携を大事にしながら検討を進める。タウンミーティングや懇談会（3 回目ま

で）、議会との議論を経て、東川らしさを表現したいという思いは住民を含め同じで

あると認識した。子どもから高齢者まで幅広い世代の居場所、各産業の振興、既存公

共施設との連動が重要であり、収益・集客の議論だけでなく、人が集まりすぎたとき

の対応やターゲット、暮らしのあり方の表現も論点である。忌憚のない意見をいただ

きたい。 

２．これまでの検討プロセスについて 
○ アドバイザー：住民からの意見は生活実感に基づく貴重なものである。グループワーク

を重ねることで参加者の目線が合い、事業への理解が深まっている。住民自身が評価

軸を形成し始めており、これまでの一般的な計画の進め方とは異なる考え方が求めら

れている。 

３．意見交換（要旨） 
○  有識者：住民参加型のプロセスをいかに基本構想に結びつけるか、市民意見が反映され

ている実感をどう示すかが課題である。建築だけにフォーカスせず、周辺も含めて意

見を反映する必要がある。運営はせんとぴゅあの経験を活かし町民が担う形が望まし

く、行政の努力も可視化していくべきである。対象地周辺は住宅が多いため、周辺の

街路も含めた計画が必要である。 

○  有識者：住宅街に新たなものができることへの懸念もあるため、早い段階から近隣住民

へ周知すべきである。関心の高い層だけでなく、低関心層へどうアプローチし、当事

者意識のある人を増やしていくかが重要である。 

○  有識者：織田コレクションをどうしていくかが重要である。町民に幅広い社会的価値を



理解してもらわなければ、コレクションありきという印象を与えてしまう。 

○  有識者：東川にはデザイン文化論が適している。デザインはアートと違い暮らしや生活

の中に存在し、デザインミュージアムは地域の生活文化を高めることが最も大きな役

割である。大都市圏での展示会で外部評価を得てきたが、それが町民に届いていない

ことが課題であり、町からの情報発信を工夫いただきたい。 

○  有識者：関心はあるが接点のない町民に、出向いて伝える活動が有効である。暮らしの

デザインミュージアムの話には町民から好意的な反応が得られた。デザインミュージ

アムで生活が変わるのではなく、それができる過程に関わることで生活が変わる。 

○ 町長：行政が先頭に立って引っ張ってきたことに違和感を持つ町民もいれば、丁寧な発

信に疑問を持つ町民もいる。8,700 人規模の町に対し大規模なプロジェクトであり、や

り切る部分はやり切りつつ、適切な落としどころも意識して作っていきたい。 

４．基本構想（ねらい・基本理念・機能）について 
○  有識者：なるべく分かりやすく短い言葉で表現するのがよく、基本理念には主語（誰が

活動・運営する場か）があった方がよい。どこかの段階でコンセプトメイキングを集

中的に行うことが望ましい。 

○  有識者：ボトムアップの議論に加え、「明後日の観点から明日を論じる」視点を有識者

が補うことが重要である。人口維持や産業の未来を見据え、各機能の水準（閾値）を

設定し直すことが必要である。木工業をはじめ、産業の未来に資する人材育成の視点

から施設のあり方を考えるべきである。 

５．今後の検討について 
住民説明会の告知や今後のスケジュール、各種事業の進捗をマッピングした広域図の作成

などについて意見が交わされた。「町全体がデザインミュージアム」という分かりやすい

フレーズを軸に、全体像を示していくことが望ましいとされた。 

以上 


